
開始年度 平成22年度 
事業延長  L=280m 
事業内容  観察遊歩道 L=280m 
        親水護岸    ２箇所                         
      看板      8箇所 
      広場整備    1箇所      

事業経緯 

事業概要 位置図 

検討会メンバー 
 星川の自然とキタミソウを守る会、行田ナチュラリストネット
ワーク、元荒川上流土地改良区、馬見塚自治会長、下池守自
治会長、行田商工会議所、行田市財政課、行田市環境課、県 

整備の状況 

観察施設が整備されていない（H23.1撮影） 

 星川懇談会 
・第1回（H22.12.9） 
・第2回（H23.2.28） 
・第3回（H23.8. 11） 
 

測量・設計（H22.5～H23.9） 

工事（H24.3～H25.1） 

地域活動 

水辺再生１００プラン 
62 星川／行田市馬見塚 

・地元団体が河川美化活動を実施 
 

キタミソウの創出や再生、対外的なPRの場所
ができとても良かった。（ｷﾀﾐｿｳを守る会より） 

地域の声 
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整備前 

H23年度の 

美化活動状況 

キタミソウ観察施設整備 

整備後 



（水辺に下りる）階段 
幅員：2.0ｍ 

アクセス通路 

堤防の舗装区間 

未舗装（砕石舗装） 

未舗装（砕石舗装） 

広場 
（アスファルト舗装） 

広場はフェンスで囲む 

星川水辺再生事業概要 
 
◇階段◇ 
 
 

貴重な植物を観察するため、水辺に近づける場所の創出 

ポイント①：キタミソウ観察場所を提供し、自然学習の場をつくる 
ポイント②：河川美化活動を安易にし、良好な水辺環境をつくる 
ポイント③：河川の自然環境と調和した景観をつくる 
ポイント④：貴重な植物の存在を広め、観光資源の発掘を行なう。 

整備テーマ 
ポイント 自然石の石張りで、修景的な効果を創出 

 
◇遊歩道◇ 
 
 土色に近く自然との調和を図る 

看板 

ロータリークラブ寄贈
のベンチと桜 
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